
編纂編集及び本づくりのノウハウがここにある

大学史の周辺 武田秀司／著

「いったいどうして『５０年史』とか『１００年史』とかを

出さなければならないのだろうか」。

勤務大学が創立記念祭や何十周年式を迎えるときにそう自問し

た人は少なくないだろう。そのうちにどこかで企画が立てられ、歴史

畑の教員の人たちが編集委員に指名され、数年間資料集めに追い

まくられているらしい。

年史の編纂という事業は、決してお祭りやお化粧づくりの活動で

はなくなった。あえて言えばそれぞれの大学の死活に連なる活動に

なってきた｡大学が変わったからではない｡大学の内部状況と大学

に対する外からの要求とが変わって来たからである。

外からの要求を見ると、大学改革と水準保証という要求がある。

当大学固有の資料を保存し、それを基礎に学問的に質の高い沿革

史を出すことは、｢教育・研究の質保証｣を示す不可欠の条件と見ら

れるようになって来た。公益財団法人大学基準協会は、認証評価

の説明の際にこのことを強調するようになった。

大学にとってさらに切実なのは、｢建学の理念｣を明らかにせよ、と

いう要求である。

少子化のもと、多くの大学が浮沈の境に置かれる日がいずれやっ

てくる。沿革史を出すことなどかつては無用の引出物を用意する事

業だと思われていた。だがそれは大学の体面にこだわる活動では

なく、今や未来に関わる事業である。

――巻頭言から抜粋
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